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  こんにちは、3年生のXXXです。皆さん、普段自分のことをどう思っていますか？私は

ずっと、自分を「自信がほしいだけの人」だと思っていました。普段は怖がらずに行動し

ながらも、自分を信じて進むべき時、たとえば100m走をしていて30m程度で他の人がど

んどん前に行くのを見ると、「ああ、私にもできるかな？」「もし失敗して周りの人に笑わ

れたらどうしよう？」と不安になり、「やっぱり私はこの程度なんだ」と自分をあきらめて

しまうことがよくありました。そのため、周りの人が「できるよ！やってみて！」と励ま

してくれても、それが私には逆にプレッシャーに感じることもありました。 

  今の私からは想像できないかもしれませんが、子供の頃は町内で有名な陽気でおてん

ばな子でした。走るのが大好きで、友達と走り回って、転んで、膝から血が出てもすぐ

にまた鬼ごっこを続けるほどでした。そんな私に注目していた運動部のコーチのおすす

めで、小学校では陸上部の選手として活動したこともあります。その時は「スタート」を

することに恐怖を感じることはなく、すぐむやみに飛び込む無謀さがありました。 

  しかし、成長しながら人間関係や多様な失敗を経験しながら感じた「心配」が「不安」に

変わり、結局はまるで悪魔のささやきのように、自分に対する「疑い」が私の心を乱しま

した。 

  ある日、ふと今までの自分を振り返る時間がありました。「自信がほしい」と思うばか

りで、必要な心の準備を知らずにさまよっていたことに気づきました。私が先にしなけ

ればならなかったのは、ずっと自分を憎んで恨む無限の反復を断ち切って、自分に対す

る信頼を取り戻すことでした。憎んでばかりいた自分を急に愛するのはとても大変でし

た。だから、まずは心の中で私を励ましてほめることから始めました。小さなミスがあ



っても「ソユン、大丈夫！」や「むしろ良かった！ラッキービキ！！」と自分に前向きな言

葉をかけてみました。そして、小さなことでも成功があれば、その瞬間を純粋に楽しむ

心を持とうと思いました。 

  小さなことかもしれませんが、私にとってはとても良い方法でした。本当に久しぶり

に何かを子供の頃のように「もう知らない、とりあえずやってみよう！」という気持ちを

持って飛び込む「勇気」を持てるようになりました。 

  そのおかげで、今日こうしてスピーチ大会に参加することが私の一つの「出発点」です

。自分を「愛」する心を持つ時、「勇気」が生じる。そして、この「勇気」が「自信」につなが

るということを皆さんに伝えたいです。皆さんも自分自身が憎い時、心の中で「それでも

大丈夫だよ」と一言ポンと言ってみてください。 

以上です。ご清聴ありがとうございました。 


